
70 新潟医学会雑誌 第107巻 第 1号 平成 5年 1月

1A-18) 脳死における SPECT の有用性
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近年本邦でも脳死患者かLT･-の抹器移植-の気運が高ま

り,1985年発表さttた摩生省判定基準を土台に各大学

の倫理委員会で新たな判定基準が公表さIlてきている.

東北大学では先の厚生省判定基準に加え聴性髄幹反応と

SPECI一による脳血流の消失を脳死判定項 目に加えた基

準を発表 した.我 々はこの判定基準に沿って脳死例3例

を経験 し,その SPECT像について検討 した.症例は,

SAH(37歳男性.42歳女性),brainstemcontusion(17

歳男性)3例であった,各例ともに搬入時より deepc()nla

であり24時間以内に瞳孔散大,対光反射消失.呼吸停止

した.いずれ もいわゆる竹内基準を満た した段階で

99mTe-HM-PAO を traccr〔土二して SPEC'r を施行 し

た. 3例とも SPECT画像上頭蓋骨,副鼻腔を除 き血

流は認めi､-わなか-.,た (h()llowskull).結果はiJl.r勺基

準を満た した脳死例で髄血流停止を証明しておE),僻死

判定 し有力な証拠となりえると考えt､)れたL')で苦十の考

察を加え報告する.

1A-19) Enhancem entofPlateletSensitiヽrity

の有用性に ついて
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血小板凍集能測定は血小板親能を評価する重要な検査

であるが,最大凝集能値のみを用いた判定は必ず しも妥

当ではなし､.凝集能測定の原理は,plateletpoorplasma

(PPP)と plateletrichplasma(PRI〕)の透光度をそ

れぞれ 100%と0.9,bJとしたときの,血小板の凝集による

PRPの透光度の増加を利用 したものである.すなわち

Ⅰ〕PPに含まれる血小板の数によって最大凝集値が変化

することになる.この欠点を補正したものに Lrradingcurve

を用いた Enhaneementofplateletsensitivity(1!1.PS)

がある.EPSは血小板凍集曲線."...とで,解離 しない二次

凍集を惹起する ADPの最小濃度の近似値を表す.今

回我 々は,EPSを用いて,正常者50人,局所線溶療法

を要 した脳塞栓患者44人および脳内血腫患者 387人を検

討 した.脳塞栓患者の入院時の EPSは,有意に低値を

示し,脳内血腫 (特に肝機能障害患者)では,有意に高

値を示 した.また脳内出血術後の再出血患者では..有意

に rlIi巧 が高値であった.

1A-20) 外傷性脳空 気塞栓症 の 1例
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最近我々は,外傷後の CT で気脳症と脳血管内に多

量の空気を認めた症例を経験 したので,若干の文献的考

察を加え報告する.

症例は40歳男性で,自転車走行中頭部より路上に転倒

受像 来院時には既に心停止,呼吸停止の状腰であった.

ただちiこ蘇生術を施行 したが, 救命 し得なかった.CT

で,脳血管内に多量の空気を認め,これは外侮により大

などの医療行為により内頚動脈かLl:)脳血管内に多蛍の空

気が送 り込まItたものと推測された.

本症例にように. 多巌の空気を CT 上認人里こ雑費は

なく興味深いもL')と考えられ またその発生機序に関し

て文献的 考察を加え報告 した.

lA-21) 金属針による後頭骨穿通損傷の1例
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症例は46歳男性.1992年2円26F.1,作業中iこ後頭部

に接触 した自動釘打ち轍か己､),長さ45mm の金属釘が

発射され大後頭隆起の付近に打ち込まナ1た.来院時,普

識は清明で神経学的脱落症状は認められなかった.頭蓋

単純撮影,CT では釘は外後頭隆起直上から後頭骨を貫

通 し小脳に別人していたが,血腫は認始られなかった,

脳血管写では釘は静脈洞交会,横静脈洞に接近 して存在

していた.受傷当日 (受像 8時間後)に釘の摘出術を施

行 した.釘が静脈洞を貫通 している可能性と.摘出操作

中の二次的損傷の危険性に留意 し,後頭部に線状切開を

加え,まず ト ー十､ソ状の骨弁を作成 した後に,釘を刺入

した.釘は左横静脈洞下線に接 し,て硬膜を貫通 していた

た.抗生剤の全身投与によ;)創傷感染もなく,神経学的

脱落症状なく退院 した.


